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松
下
電
器
産
業
グ
ル
ー
プ
用
地

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
た
。

十
二
月
十
四
日
の
委
員
会
で

は
、
議
案
一
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

〇
旧
松
下
電
器
産
業
グ
ル
ー
プ

用
地
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

堂
元
町
六
丁
目
の
松
下
電

器
産
業
グ
ル
ー
プ
各
社
が
、
平

成
二
十
年
ま
で
に
工
場
閉
鎖
・

撤
退
を
表
明
し
た
た
め
、
本
市

は
そ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
と
協

議
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
新
た
な
公
民
連

携
に
よ
り
、
都
市
に
お
け
る
低

炭
素
化
を
推
進
す
る
日
本
初
の

環
境
創
造
ま
ち
づ
く
り
拠
点

「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
・
タ
ウ

ン
」
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
、
二
十
二
年
十
一
月
に

同
社
と
基
本
合
意
に
至
っ
た
。

当
該
地
は
、
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
と

Ｊ
Ｒ

堂
駅
の
ほ
ぼ
中
間
の
東

民
生
常
任
委
員
会
は
、
十
二

月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
竹
内
康

洋
副
委
員
長
の
議
員
辞
職
に
伴

う
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、

鈴
木
明
夫
委
員
を
選
出
し
た
後
、

議
案
二
件
、
請
願
一
件
、
陳
情

三
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も

の
、
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
、
陳
情
は
す
べ
て
趣
旨
不

了
承
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
①

武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
湘
南

研
究
所
の
環
境
保
全
に
関
す
る

協
定
（
案
）
②
市
民
病
院
再
整

備
に
係
る
最
終
答
申
及
び
今
後

の
取
組
③
ふ
じ
さ
わ
障
が
い
者

計
画
２
０
１
４
の
策
定
状
況
④

藤
沢
市
環
境
基
本
計
画
改
定

（
案
）
及
び
（
仮
称
）
藤
沢
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

（
案
）（
中
間
報
告
）
―
―
以
上

四
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
湘

南
研
究
所
の
環
境
保
全
に
関
す

る
協
定
（
案
）
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

こ
の
協
定
は
、
研
究
所
の
運

営
に
際
し
、
地
域
住
民
の
安
全

と
健
康
を
守
り
、
生
活
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し

て
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、

覚
書
と
と
も
に
定
め
る
も
の
で

あ
る
。

今
回
、
新
た
に
報
告
す
る
覚

書
（
案
）
の
主
な
内
容
と
し
て
、

大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
騒
音

及
び
振
動
・
悪
臭
へ
の
防
止
対

策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管

理
目
標
を
法
令
と
同
等
ま
た
は

よ
り
厳
し
い
値
で
設
定
し
た
。

さ
ら
に
、
化
学
物
質
・
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
作
業
・
微
生
物

・
実
験
動
物
・
放
射
性
物
質
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
の
社
内
規

定
類
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
等
の
取

り
扱
い
に
は
武
田
薬
品
工
業
株

式
会
社
に
安
全
委
員
会
を
設
置

し
、
拡
散
防
止
措
置
に
つ
い
て

同
委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と

を
規
定
し
た
。

ま
た
、
災
害
・
事
故
防
止
対

総 務 総 務 

総
務
常
任
委
員
会
は
、
十
一

月
三
十
日
、
十
二
月
六
日
、
十

四
日
に
開
催
さ
れ
た
。

十
一
月
三
十
日
の
委
員
会
で

は
、
議
案
二
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

十
二
月
六
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
四
件
、
請
願
一
件
、
陳
情

四
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も

の
、
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
、
陳
情
は
す
べ
て
趣
旨
不

了
承
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
旧

旧
松
下
電
器
産
業
グ
ル
ー
プ
用
地
跡
地
利
用

日
本
初
の
環
境
創
造
ま
ち
づ
く
り
拠
点
の
実
現
へ

建設が進む武田薬品工業株式会社湘南研究所

て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー

ト
・
タ
ウ
ン
を
実
現
す
る
―
―

以
上
三
点
で
あ
る
。

ま
た
、
環
境
行
動
都
市
の
実

現
に
向
け
た
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
現
在
策
定
中
の
本
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に

お
い
て
、
平
成
三
十
四
年
ま
で

に
平
成
二
年
比
で
四
〇
％
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
標
数
値

と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
環
境
行
動
都
市
・

藤
沢
」
と
し
て
当
該
地
か
ら
国

内
、
世
界
へ
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

環
境
行
動
都
市
へ
の
戦
略
の

枠
組
み
は
、
①
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

海
道
本
線
南
側
の
位
置
に
あ
り
、

敷
地
は
、
約
十
九
�
で
あ
る
。

基
本
合
意
の
主
な
内
容
は
、

①
新
総
合
計
画
基
本
構
想
で
明

ら
か
に
し
た
三
つ
の
都
市
ビ
ジ

ョ
ン
の
一
つ
「
地
域
か
ら
地
球

に
拡
が
る
環
境
行
動
都
市
」
の

実
現
に
向
け
た
先
導
的
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
す
る
②
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
環
境
革
新
企
業
を
志
向
す
る

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
企
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
踏
ま
え
た
日
本
初
の
環
境

創
造
ま
ち
づ
く
り
と
す
る
③
本

市
が
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
る
新
た
な
公
民
連
携
に
よ
り
、

同
社
と
本
市
が
協
働
・
連
携
し

ル
・
ス
マ
ー
ト
・
タ
ウ
ン
は
、

低
炭
素
型
社
会
実
現
に
向
け
て

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
可
能
な
限
り

の
削
減
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
②
住
宅
、福
祉
・
医
療
・
教
育
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
か
ら
な
る
、

街
ぐ
る
み
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・

ス
マ
ー
ト
・
タ
ウ
ン
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
③
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
を

横
断
す
る
南
北
交
通
と
周
辺
道

路
の
円
滑
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の

向
上
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
④

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
モ
デ
ル

⑤
Ｅ
Ｖ
車
（
電
気
自
動
車
）
に

よ
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
車

の
共
同
利
用
）
や
、
Ｅ
Ｖ
車
の

利
用
促
進
の
た
め
、
さ
ら
な
る

急
速
充
電
器
の
設
置
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
⑥
本
市
の
産
学
官
連

携
に
よ
る
バ
イ
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
（
自
転
車
の
共
同
利
用
）
の

さ
ら
な
る
展
開
や
、
県
が
産
学

官
連
携
で
進
め
る
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の

実
用
化
に
向
け
、
当
該
地
を
含

め
実
証
実
験
モ
デ
ル
地
区
に
な

る
こ
と
へ
の
働
き
か
け
―
―
以

上
六
点
で
あ
る
。

次
に
、
当
該
地
の
土
地
利
用

と
し
て
は
、
全
体
の
主
要
な
部

分
に
つ
い
て
は
、
低
層
住
宅
ゾ

ー
ン
と
し
、
北
側
の
Ｊ
Ｒ
東
海

道
本
線
沿
線
の
一
部
に
中
高
層

住
宅
ゾ
ー
ン
と
福
祉
・
健
康
・

教
育
ゾ
ー
ン
を
、
南
側
に
生
活

支
援
ゾ
ー
ン
を
位
置
づ
け
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
を
横

断
す
る
南
北
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た

な
都
市
計
画
道
路
と
し
て
（
仮

称
）
新
南
北
線
を
位
置
づ
け
て

い
る
。

こ
の
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
、
二
十
五
年
度
中
の
ま

ち
び
ら
き
を
予
定
し
て
お
り
、

土
地
開
発
に
つ
い
て
は
、
二
十

三
年
に
基
本
計
画
を
合
意
、
二

十
四
年
度
に
開
発
協
議
、
基
盤

整
備
を
行
い
、
二
十
五
年
度
か

ら
の
順
次
分
譲
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。

こ
の
事
業
に
お
け
る
両
者
の

公
民
連
携
戦
略
に
つ
い
て
は
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
は
、

同
社
の
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
、
新
事
業
モ
デ
ル
の
世
界
へ

の
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
、
環

境
革
新
企
業
と
し
て
の
取
り
組

み
の
具
体
化
等
を
加
速
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。本
市
は
、

「
地
域
か
ら
地
球
に
拡
が
る
環

境
行
動
都
市
」
の
モ
デ
ル
を
当

該
地
で
構
築
し
、
本
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
実
証
を

行
い
、
市
域
全
体
、
国
内
各
都

市
、
さ
ら
に
は
海
外
の
友
好
都

市
や
海
外
経
済
交
流
を
通
じ
て
、

藤
沢
モ
デ
ル
の
発
信
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

武
田
薬
品
工
業（
株
）湘
南
研
究
所

環
境
保
全
に
関
す
る
協
定（
案
）を
報
告

民 生 民 生 

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
弁

協
議
会
を
設
置
し
て
住

民
が
参
加
す
る
こ
と
は
、
三
者

で
の
協
定
と
な
る
た
め
困
難
と

考
え
る
が
、
地
元
の
村
岡
地
区

自
治
町
内
会
連
合
会
と
の
定
期

的
な
話
し
合
い
の
場
等
が
持
て

る
よ
う
、
市
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

事
故
が
起
き
た
場
合
の

対
応
と
し
て
、
研
究
所
へ
の
立

ち
入
り
の
際
、
職
員
に
加
え
て

策
と
地
震
対
策
の
教
育
訓
練
の

実
施
記
録
を
三
年
間
保
存
し
、

震
度
五
強
以
上
の
地
震
発
生
時

に
は
、
速
や
か
に
設
備
の
点
検

を
行
い
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響

の
有
無
を
市
に
報
告
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問

大
量
の
排
気
や
排
水
は
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
た
め
、
市
民
参
加
に
よ
る

環
境
安
全
協
議
会
の
設
置
が
必

地
域
住
民
の
同
行
も
で
き
る
と

あ
る
が
、
学
識
経
験
者
や
専
門

家
も
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

基
本
的
に
は
、
環
境
保

全
課
職
員
及
び
地
域
住
民
の
立

ち
入
り
と
考
え
て
い
る
。
事
故

の
検
証
や
再
発
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
外
部
の
専
門
家
等
も

加
え
て
そ
の
後
の
安
全
確
保
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

〇
市
民
病
院
再
整
備
に
係
る
最

終
答
申
及
び
今
後
の
取
組
に
つ

い
て〈

市
の
説
明
〉

市
民
病
院
の
再
整
備
に
つ
い

て
は
、
市
民
病
院
再
整
備
・
経

営
検
討
委
員
会
で
検
討
を
重
ね

て
お
り
、
中
間
答
申
で
は
、
①

立
地
場
所
と
し
て
は
、
現
在
の

敷
地
内
で
の
改
築
が
最
も
効
率

的
で
あ
る
②
具
体
的
に
は
、
新

た
な
東
館
を
建
設
し
、
現
在
の

東
館
の
機
能
す
べ
て
を
移
設
し
、

西
館
及
び
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
当
面
の
間
継
続
利
用
し
、
二

十
年
以
内
を
め
ど
に
改
築
を
行

う
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
東
館
改
築
工
事

と
あ
わ
せ
て
一
括
発
注
す
べ
き

で
あ
る
―
―
と
し
て
い
た
。

今
回
の
最
終
答
申
一
点
目
の

「
今
後
の
経
営
環
境
将
来
予
測
に

基
づ
く
対
策
等
の
整
理
」
で
は
、

一
時
的
に
は
収
益
減
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
が
、

医
療
需
要
の
動
向
や
経
営
改
善

施
策
等
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
受
け
な
い
よ
う
改
善
可
能

な
状
況
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。

二
点
目
の
「
市
民
病
院
の
整

備
手
法
の
検
討
・
整
理
」
で
は
、

今
ま
で
の
公
共
事
業
の
手
法
に

と
ら
わ
れ
ず
、
設
計
施
工
一
括

発
注
方
式
に
よ
り
コ
ス
ト
の
削

減
と
工
期
短
縮
を
図
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

三
点
目
の
「
将
来
の
経
営
形

態
へ
の
付
言
」
で
は
、
健
全
経

営
へ
の
取
り
組
み
、
収
益
確
保

や
経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
お
り
、

県
内
公
立
大
学
医
学
部
各
医
局

と
の
連
携
を
深
め
、
当
面
は
現

在
の
地
方
公
営
企
業
法
一
部
適

用
の
経
営
形
態
を
継
続
し
て
い

く
べ
き
と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
早
急
に
基
本
構
想

と
基
本
計
画
を
策
定
し
、
設
計

施
工
一
括
発
注
方
式
に
よ
る
施

設
整
備
を
行
い
、
平
成
二
十
七

年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

→


